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今年はシャクナゲの当たり年らしい。これまでも砂御前、

嘱谷の尾根をシャクナゲの本の多いお こと通ってきたがくそ

れが‐面に咲き、シヤクナゲロードになっていた。丁方湿地

帯の方 tま ミズバショウカヽ これも斜面のはるか上部まで、目

覚めたばかりの自い帽子の小人達といった風情で広がってい

る。むろん、頂上ではダイナミックな白山のパノラマが迎史

てくれた。本当は荒島岳へくろゆリクラブのサポー トに出て

いかねばならないのに、あえて分県ガイドの写真がすんでい

ないと、鳴谷山へ向かった舟国家には、幸せ過ぎる満点山イ子

だった。

そんな興奮のさめやらぬ夜 9時糸 電話がなる。 3期OB

の高島さんだった。彼には馬周年記念誌の時、大量の資料を

送っていただいており、

「ああ、あの時はどうもお世話になりまして一」

「実は、昨日毛勝へ登彙した知人が戻らず、今日捜索隊が出

ました力k見つかっておりません。現役の方に頼んでもら

えませんでしょう力、 相応のおネLは出したいと言っており

ます。」

とりあえず、連絡先である遭難者宅寺崎さんめ電話番号をメ

モする。どう判断してよいのかわからない。もちろん、さっ

きまでの購 はふっとんでしまい、ただ′t鶉 る。

ともあれ、突然の電話ばかりで申し訳ない力た 大島会長に

電話する。びっくりされた後、「現役|こ連絡してみて。お世

話をかけますけど」とのキ諦亀

でも…Ъ現役主将の制 liさ んなら、 1週間前、新 トレの倉

谷で会い、少しOB風を吹かせてきたので、面議 tまある。で

も‐―「 OBの知人と我々と、どんな関係があるん′ですか ?」

とか「それに従わなければならないんですか ?」 なんて、反

問されたら、どうしよう。実際(何の権眼だってない。でも

蠅 がない。ままよ iと電話をとる。
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しどろもどろに、 3期のOBから現役ほ頓ん

でくれるよう連絡が入っていること、そして、

現役とはあまり関係がないけれど、遭難対策を

現場で見てくるのもいい体験になるのではない

かと付け加える。

「ハイ、あたってみます。」で電話が切れる。

第 1郵鞭険鼓Lだけど、今度tよ 本当にでかけ

るとなったらどうしよう。また違う不安が募る。

<責任>におしつぶされそうになる。

頃合をみて、佐川さんにかける。ずっと話し

中だ。かわいそうに、あちこち当たってくれて

いるのだろう一連絡費を前もって渡しておくべ

きだった。剣岳の事故の翌年に入部している彼

らの方力ヽ <遭難>にはびっくりしてしまうか

もしれないのに。

ようやくつながる。時、10時半過ぎ。

「明日動こうか迷ってぃるのがら へっ その次の

日からなら、何人かは動けます。」

寺崎さん方へ連絡をいれる。高島さんIJ尋宅

された後で、遭難者の甥という方が電話に出ら

れる。

「今の所、県警の方と捜勅 ■o人程。明日が

正念場と思われるので大手が欲しい。明日は

5時半に魚津署へ集合して欲しい。それに間

に合わないようでぁれこま 以後1封難警犠辞)、

この自宅へ連絡をとって問い合わせて欲しい」

あちらのせっ返っ まった気持ちが伝わる■方で、

これだけの情黎に、どうと′て現役を走らせられ

るものか?:

因惑しながら、高島さん宅^、かける。まだ帰

宅しておられずt奥さんの選 羹

「ご迷惑をおかけしてぉります。先程現役の

友野さんからもお電話をいただきました。ま

だ更っておりません力ヽ 明日早朝こちらから

かけると申しておりました。連絡先は御 liさ

んと問いております。」

では、明日になってからということか ,
以上を、.人島さん、倒 :iさ んに知らせる。

5月 29日 びD
午前 6時半、高島さんより電話。

「今日の捜索により、捜索会議が 3時から5

時の間に行われ、以後の体制が決まりま九

その結果を 5時までには入れるようにします。

そちらでは何人動けそうです力、 」

昨日の匂 II主将の数字を伝える。

「 OBの方ではどうですか ?」

「あたっていません力ヽ 盤期の小久保さんな

ら高岡だし、チロル山の会に入っているので、

動ける方をあたってもらえるかもしれません」

この情報も、∞周年山行で個人的に彼と話をし

たから知っていること。OBの誰がどれだけ山

と関わっているものか 。何ら情報の整ってい

るOB会ではない。電話をいれても、狼狽と困

惑に染まるだけであろう一。

ともあれ、何人か動くとあれ ま 動く人逮の

立場はどうなるのか ?気楽な学生とはいえ、後

ろには親がいる。 トラブルに巻き込まれること

を喜ぷはずがない。やはりここは前醐 に連

絡と指示を仰がねば―.

午前 9時半、前田顧間の研究室へ電話b昨日

からの経緯、学生が動くにあたり、どうフォロ

ーしたらよいのか?大学へはどう対応すればよ

いのかをお尋ねする。

「それは連絡をいれておいた方がいいでしょ

う。遭難者の家族から、OBを通して出動を

頼んだのでよろしくとでも、学生部学生課課

長補佐の寺田さんに、前田から聞いたと連絡

を入れておいてもらうといいですよ。

他に動けるとしたら、コ ll君 らの代が一番

動きやすいんだが 、 丁度日曜日まで現役達

は斥候で、雷沢に入っていたんで、もっと早

く分かっていれ:よ そこからすぐ捜索隊に加

われたんですけどねえc」

メガ トン級の責任に押しつぶされそうな私には

うれこ′くなるようなアドバイスであった。
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.続ぃて、院生OBの石

'Hさ

んに、
―

の

物餞物曜研究室の電話で臨 .そ こで、明日か

ら動くといっていたのは彼らであったことが判

猟            ‐

1時日の佐川からの難 馨らの難 はみ

んな回して、動く用意をしています。お茶く

みでも何でも、現場
^行

って、できる範囲の

こと噸動きます。」    ‐

さすが建難を体験した期は対応が違うなと感は、

連絡が入りi短執 石川さんに直接連絡を入れる

ことにするから、と切る。

以上をまた、前日顧間に臨

「やっばりあの代はしっかりしてますよ。あ

と思い出したんだ沢 判 IIな ら毛勝は行って

ますよ.無 IEmFTの時、雷島沢てたま

たま会って、彼も迫悼に加わってくれたんだ

がヽ 毛勝へ行くと言うてました。富山化学の

山岳部に入ってるいうてたし。彼なら動ける

んでないですか。」

そうか!OB会に連絡が来ん来んというより、

顧間の方がよくご存じなのだ:頼ま
―

は

なく、山現般つ顧間にあるごとに就

Ю時半、高島さんは留守だった。寺崎さんに

動 けるc対勢鴫絹餃鳴都警む時って議 して

いること。フングルの顧間にも連絡をいれてあ

ること。もし自動が必要であ凛 学生課へそ

の旨の遭豫り山して欲しいこと。

■寺崎さん旗 は中配の方が醸自熙男lき受け

ておいでれ

際 R捜 索隊の隊長に、金大の山岳部 (:)

にも

…

いうと申し上げたとこ釈

毛勝は雪山
―

うだけてば間に合わな

い。毛勝へ入らたこ|のぅる者で|:lと動い
.

てもらうまにはいかないとおらし
=ら

ており:

まレ
～
:私共も、.|う あきらめてはおります

がヽ物 結果を聞いて改めて1鞍 いれ

させていただきますので」

ここで、高島さんからの電話がはいる。顧間に

連絡をとったことし学生が動くにあたってほ

寺崎さんから学生課
^要

請を入れてもらうよう

頼んだこと。待機しているのは院生OB達であ

ること。

「きっきの電話では、毛勝の経験者でないと

一―ということでしたが―――」

「雪山―
は有るんでしょう?」

「ええ、ありますカキーЪああ、あと19朔の早

川大善さんが富山化学の山岳部にいて、毛勝

の経験もあるそうです。」

暗 山化学ならわかるから、連絡してみます」

―→勤ル ニヾックなんだから、話が食い違ってく

るのも仕方ないか―Ъさて、 3時まで、何か抜

けていることはないだろうか?

午後 1時。こういうことでは、役員中誰よリベ

テランであろうと、栂さんにかける。昨日から

の経緯と、

「今のところ連絡の便をとるという立場で動

いてはいるけれど、他に何か思いつくことは

ありますか ?」

「早サ11の ことくらいで、ちょっと思いつかな

いんです力ヽ 捜索が長引くようであれば、自

分も都合をつけて加わるようにしてみます。

今日、明日というわけには一。それに、今の

時期の毛勝となると、IEEい って怖いですね」

対策会議の
― rdいてまた相談することにし

て切る。

午後 2時。高島さんから電話。

「対策会議はまだだ力ヽ 今のところ、地元山

岳会が爵名ほど。他にベテラン勢が∞人は集

まっているそうです。どうやら動いていただ

かずにすみそうです力ヽ 会議の結果が出てか

ら改めて一」

とのこと。
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稀 _3時半、寺崎さんから電話.

「只今魚津署におります力ヽ 隊長のおっしゃ

るには、今一番危険な箇所の捜素にあたって

いる。二重遭難の恐れがあるので、入らない

ではしい。 2-3日 して、それ以外の広範囲

に捜索を広げる時にはお願いするようにとの

ことでした。私共、隊長のおっしゃるとおり

で動いておりますので、そうなりました時に

は、改めてよろしくということでお願い致し

ます。」

一それは、もう<遺体>の捜索を意味すること

でもあり、淡々とした日調のri4に 、無念さがに

じみ出ていた。

以上を、石りilさ ん、前田顧間t大島会長、栂

さんに4ヽ
午後 5時近 く、高島さんから

「 もう、待機噛韓いたんですね?お世話にな

りました。改めて、皆さんにおネLに行きます」

とのこと。

長い、重書しい一日だった

5月 30日 0り

こちらの新間には何も載っていない。高島さ

んの所へかけるのも、まして、寺崎さんにかけ

るのもお気の毒で、魚津署へ

「待機中の者だが」

とかけてみる。今日も見つからず、明日も捜索

隊力咄 るとのこと。

5月 31日 鋪

午後 5時、高島さんが寄っていかれた。悪い

結果になりそうな経緯と、溜まった仕事にご憔

悴の様子な力{ら、

「待機していただいた方々によろしく。」

と金封をことづけていかれる。

快い返事で応えてくれた彼らへの、せめても

の気持ちとばかり、すぐ届けに

`子

く。

「動いていないのに」と彼等 l■eし てぃた

力ヽ 現役主将の御 !|さ んには部への寄付として、

院生OBのコ iiさ んには、安1岳追悼への寄付と

して、受け取ってもらった。

この日の昼、役員でグループ藪のメンバーで

もある久富さんは、経さんから

「今度の週末は、毛勝へ行くことになるか

もしれない」

と聞いていたそう。

また、前日出したOB会段員通信により、今

日は、OB会役員全員にこの遭難ιま伝わってい

る。

6月 2日 ζひ

天候と新聞を気にしつつ日が過ぎる。

午後 4嘱  高島夫人から霙覇舌。

「寺崎さんが見つかりました !生きておいで

ました |」

午前中に見つかったのだそう。でも高島さんが

東京出張中で、こちらの連絡先がわからず、さ

っきやっと連絡がとれて、お知らせできること

になったとのこと。

こんな連絡はうれしい。電話をとった誰もが

驚き、喜んでくれた。

それから夕刊を広げ G印 にはわずかの

記事であった力う そして考えてみれιま ひたす

ら電高議弩 き交っただけのことでもあった力ヽ

思わぬつながりのあった遭難者無事救出の記事

を、何度も読み返してみたのだった。

償 山新聞は 爆期松林 知‐さんに入手して

いただきました。)
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奉 山 轟 の F―
赫 議 麟

*はじめに

私は零成7年 5月η日 0に 日帰りの予定

でalb e,40に 登るつもりで

―いし、間違って大明神山に登ってしまったため

時 に阻まれ 量 なくビパークを豊鍼 らヽ

れ、入山7日 目に県警山岳警備隊により教助さ

れました

救助される際t隊員より説明を受けるまで、

私の登ぅたのは毛勝で、今いる場所は毛勝谷の

交流の一つだと思っていたお粗末さで、いささ

か恥ずかしく思っておりま九

この度ヽヨ山中 高島社長より、遭難救

助出動のためにスタンバイしてくれていた金沢

大ワンダニウォーゲル部の会報にこの遣難の経

緯をお載したいので、是非記録を書いてくれと

依頼された今回の通弾には内心任促たる思いの

私としてはお断りしたかったのだがt遺難当事

者として反面教師になれば、今後の選難防止の

一動になるのではないかと、恥をしのんで執筆

をお引き受けした次第である。・
‐‐

山が好きな若い感 この記録により、少

しても鰤 を心掛けていただけるようにな

ればヽ私も嬉しく思いますぎ

*疑ヨ瀬山耐臨要

毛勝山0,41輸 )ι潤ヒア剣岳の北に位置しヽ 北

より南に、無 釜谷山e,41M、 猫又山 (

2,3780と郷 、この動 獅 して

…と呼んでいる。

この山には¬般的登山路l■Rく、雪渓を利用

して登頂になる。毛勝の雪渓中 ,200mで、

日本三大雪漢の一つとして有名な白馬大雪渓で

も600●だから、この張大さがわかる。

この山は日帰りで高山気分が堪能できるので、

環ψり神の覆J翼黎こ

…

、

故深田久弥氏も、この山を日本百名山の中に

入れたかったらしも、

― 山路である阿部木谷―ポーサマ谷往復

の増念 登り却嚇醸汽 下り3嘲駐 ある。雪

が落ち着き、アプローチの構 車嫌 り入れ

が出来る5月 中旬より、雪渓上にクレバスが発

生する前の6月 中旬まで

…

ある。

戦後の遭難事故ι餅 で、 9人

―

出

しているという。      |

*5月27日 0晴 れ  第 1日目

3:猫繁 3:50自宅 鰤 開 発 途中

のコンピニにて、オニギリ、クリームバンを買

う。小杉 ICよ り魚津 IC(48鋤 、途中道

を尋ねながら走るので時間卜かかり、片員山荘

掛 欲 讐で動 た楡 襲 薦 昔5:畿 そこ

に膠 摩ナンパーのヮゴン車に、5-6人の人

達が出発の準備をしており、お先に出発する。

(5‐:500

体調に天気共に良好で、ポカスカ歩く。最後

の砂防堰堤に取り付けられたタラップを降りる。

途中アイゼン着用t休憩無しでドンドン登る。

きつい登りだ:シュカプラの窪みを利用して登

る。ガイドブックの説明にしては急な斜面だと

思いながら登る。

― 10:4a■L11侃 榊 ッメが

急であったことと、ビークが右側に見えたこと

から、登ったのはポーサマ谷ではなかったよう

だ:頂上はだだっ広い雷原で、15a角の三角点

があった。あとから来る攀 ちながらス

ケッチでもしようと思ったがt風が強く、寒い

-31-



ので、早力に下山することにする。

地面か顔を出した三角点より雪口まで1.諭程

の高さがあったので、ビッケルでコ卸角の階段

をうけて登る。            |・
案内書によれば、ポーサマ谷稜部より頂止ま

で約5分とあったので、下り始めて約 5分程の

所にあった右側の大斜面を下る.

踏み跡や、グリセードの跡のようなものが見

える。グリるにはいささか急すぎるので、アイ

ゼンを外さず0こ快通にドンドン下る。

途中雪渓の麟 所があり、右岸の山菜の多

い灌本の中を歩く。しばらくして、やはり雪渓

が崩れており、右岸の滑りやすい草付きの急斜

面をへつる。下は滝で怖い。滝を巻いた所で雪

渓に下るのだがヽそこに中1間程のシュルンド

があり、思い切って跳び降りる。

雪渓上で小休上して考えた ここまでのコー

スがこんなに悪いのだから、この下はどんな悪

場があるかも知れない。未知の谷は下るなとい

うのが山の鉄則だから、こLp■Lこ の谷を下る

の融 こい二と1登り選すごとに

'二

:'|
′'il:   1」  '「

空腹だったので食事を摂ることにする。入山

時に持参した食糧|ま オニギリ4i欧 クリーム

パン1個tカ ンパン1袋ヽコンピーフl缶、チ

ョコレート、バター鶴Й施欧 ウィスキー1脚∝

で、既に、オニギリ2個とバンは消化済み。

夕食はオニギリ1個のみ。寒いので、着替え

の長袖シャッ、モモヒキ、ノヾンツ、靴Tなどを

総て着潟する。セーターやゴアテックスのコー

トも着込む。設 ,000と して,温度低下1艶家

下界の最低気温が15度として、氷点下にはなら

ないだろうと計算する。念のためにゴンスケ (

尻皮、尻敷き)を背中に入級 タオルを首に巻

き、毛糸の帽子を被り、軍手とスキー手袋をは

める。ザックの物を総て出し、足を入れる。

9時就寝:明日の中田君と河原君との荒島岳

山行が気になる。美恵子、心配かけてゴメン、

明日は帰るから。疲れで暫くまどろむ力ヽ 寒さ

ですぐ起きる。ウィスキーを少し飲んで体を暖

めて 2時間程眠れた。寒い !ま だ 1時。朝が待

遠しい。寒いのでローソクをつける。ローツク

も手をかざすと暖かい力ヽ ッェル ト内はほとん

ど暖かくならないようだ。下界の暖かい布団が

恋しい。丸く縮こまって、朝までガタガタ震え

ていた。

*

5時起床。朝食はオニギリ1個はツェルト撤

収後 6時出発.猛烈な藪漕ぎ。 7時崚か雪の稜

線上で、剣岳方面から頭吐にヘリが飛ぶ.赤い

バンダナをさかんに振る力＼ 気付いてもらえな

かった。

主峰まで行かないうちに、左側に踏跡とグリ

セードの跡らしきものがあり、ルートと判断し

て下り始める。

ところがこのルー トカ滋者で、途中逆層の岩

場などがあり、そこをビクビクもので通過した

が、その先にも悪場が数箇所あり、最後の本雪

渓に下る所はおよそ関―鋤mの断菫で切れ落ち

ている。とても下れそうもないので、:iき 返す

ことにする。雪が緩んできたのカサψ鶴 りヽな落
-32-

2時より戻り始め、途中雪渓を 2本間瞳え、

また戻ったりしながら登り続けた。

やっとの思いで稜線上にたどり着いたがtガ

スってきたため、場所不明。 6時半であったし、

天気もあやしげで、なにしろ13時間近くも歩い

て憔梓し切っていたので、稜線上の笹ヤプの中

でビパークすることにする。比較的平 らで凹凸

のない所にツェル トを張り、 2m角のビニール

シー トをフライとして張る。ツェル トの近くの

雪面に生えていた立本に、赤いバンダナを結び、

レスキューのための目印にする。



石に会しヽ 肝を冷やす。先程の逆層の岩場では

足を走らヒ 5-6鵡 した 滑落の瞬間に

体を回転させたので、下の半畳程の岩田に尻と

尾てい骨をしたたかぶつけてしまった。 ´

岩朝の下は急な切れ込みであり、ホッとする。

痛さをこらえながら、ス この沢を登りつめ、

振,申しから基本的に考え直す必要がゃる一|、

頂上までガンドル。   |
頂上着2時じ今日は日曜日で、他の登山者が

いるかと期待したがヽ誰もいないのでガッカリ

する。              ■.

暫く待ってみたがt誰も来ないので、仕方な

く,人で下ることにする。昨日下った大斜面を

避けて二つ日の大斜面 じ分、ポーサマ谷一と

思い込んで)を下ることにする。踏跡らしきも

のもありヽ 間違いないだろうとドンドン下る。

すると 昨`日の雪渓の崩壌場所に出て、右岸

の山菜の多い道やtその下の高巻きの道もそっ

くりあった 昨日のルー トは間違っていなかっ

たのだ !途中、沢を渡渉したり、両岸が急でヘ

つりが噛陳ない薄くならたスノ∵プリッジ上を

コワゴワ通過したりしながら、今日は家に帰れ

ると期待しながら歩いていると、狭いV字谷に

出て、熱 ない。その先にか あって、滝

の手前にl― 々とたたえられている。

両岸を見ると、草付きのガレ場である:私の

鐘 でh樋測にる酢掛螺 なヽ晩 魚
「

嘴 .

場をへつって滝の向こう側に行くにしても、準
の中 の状況もわからない時 l調押諄
できなも、 もう本当にガッカリして、途方にく

れる。

仕方がないので戻ることにする。しかしこの

辺は谷も狭く、傾斜もきついので落石の危険が

多く、テン張ることは危ない。関勧躍登 り、船

m程の中の雪渓の左岸にツェル トを設営するこ

とにする。ツェル トを張った所は雪面上に落石

もなく、上の斜面は草と達木が生えていて岩石

もほとんど見えないので、落石の′顔塁はないだ

ろう。ただ、蒙雨が降った時は土砂崩れの心配

があるが一.

緊 の勾配は繕構あり、ビッケルのプレード

でならすのに書労する。整地したところで、付

近の雪渓上の流本や倒本、稚の葉をツェル トの

下に敷きつめ、ビニールシートをフライにする。

夕食はウィスキー少々 (こ れで終わり)と、

コンピーフの缶詰のみ。今日3は ルート途

中の雪渓の崩壊箇所で山菜の生えた灌本帯を歩

いている時、♂ヽりが下流の方向へ飛んで行き、

赤いバンダナを振ったが気付いてもらえなかっ

た。今日中に帰れると思っていたのにガッカリ

だ。就寝 7口宇乳 お尻が痛むのと、寒さで、や

はり眠れない。

*5月
"日

明 )晴れ  第 3日 目

起床 4時。今日も熱 、日帰り山行となれば

今日は遭難2日 日.昨日のヘリは何のために飛

行していたのだろうか?私のためか?又は他に

選難者があったのか?も し私の為とすれば、選

難2日 日で打ち切るわけがない。

よし !今日はヘリに発見してもらうぞとハリ

キ′%高い枯木を見つけてきて、それに赤いバ

ンダナを結び付け、救難旗にする。2m四方の

ビニールシートを雪渓の上に広|ス ト牢からで

も日立つようにし、紫色の目立つザックも外へ

出した。

午前中に下に水が流れている雪渓上のテント

場では危険だと思い、左岸の草の斜面のテント

適地を探していたところ、ウドを見つけた。

シメタと、 4-5本ビッケルのプレードで切

って帰った。生でかじったが旨いものではない。
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しかし、空腹峨 たせた。残りの食糧―カンパ

ンI豫塾 督116砲L

今日、夕方まで 1度もヘリを見かけず。やは

り昨日のヘリは私の捜索のためではなかったの

か ?それとも未だ遭難届を出していないのか ?

又は捜索、救助の費用が高 くつくので断ったか

?ま さか一。様々な疑間が頭をよぎる。美恵子

に何かあったのか?家族に何かあったのか?そ

れで届が遅れているのか ?下界で、すぐに帰っ

て来るだろうと楽観視して届が未だだとすれιよ

いささ力洵亡配 なことになる。食糧も乏しくなっ

てきたし、このテントサイトも決して最良とは

いえない。

風が強いし、雪の溶け方が早いため、毎日の

ように下地をならし、ポールやペグの打ち直し

をしないといけない。右岸の水場の下は雪渓が

大きな穴を開けており、草付の急なガレ場は水

汲みに危険このうえもない。又、大雨の時のツ

ェル ト上部の崖崩れもえ潔 だ。

家ではあまり心配していないのかな?美恵子

はどうしているだろう。子供達は?中圏君、河

原君は?兄貴は?

霧側嚇時ヽ 米ないとなると困った。あの滝を通

遇する自信 tまないし。T般登山者が入山するの

は亜曜、日曜で、しかもこれだけ雪渓の崩壊が

進めば、入由者は皆無かもしれない。

こうなれば自力敗出、強行突破しかない力、

しかと′危険影 過ぎる。滝を下らないで、尾根

を下るか ‐この尾銀の下部略 力＼ 不安定な草

付の囲 で、登るのは容易ではない。では、

もう一度ピークまで登り直すか? しかし、こ

こまで来る間にも沢Im悪場があった所を、体

力、気力、食糧のない今、無事通過する自信が

ない。途中バテて身動きが取れな くなった時、

安全なビパーク地が見つかるか?

総て悪く考え、前 進ヽまない。ウツウツと一

日樋 ごす。夕方(腹の具合罐 ι‐1.硼 ひ

どい。生のウドのせいか?夕食は抜き。未だ暖

かい時に寝ておこうな就寝6時半。

*5月 30日 (火)晴 れ 第4日目

テント場も設営後 2日 たち床が痛んできたの

で、少し下の箇所に移すことにする。イッケル

で斜面を整地するのだ力ヽ 空腹で腕に力が入ら

ず、少し動いては2-3分休み、ユルユルと仕

事をし、 2時間近くかかって完成する。

今度は床に倒木を敷きつめ、その上に樅の葉

を並べるように敷いたので、良い床が出来た。

生のウドで懲りたので、今度は煮て食べるこ

とにする。ウドを斜めに薄 くスライスし、アクレ

ミカップに入れ、水を勲N乳相餞 カップの底

についた水気を拭き取り、ガスコンロをアルミ

ホイルで被い、炎を最小限に調節して沸躊後は

すぐ火を消して余熱だけで煮れ

ガスポンベは1本しか持っていなかったので

極力節約を図ることにし、暖房には一切使わな

いことにした。           、

一理Jα瑚副利時の入っていないウドl」

～
床く、

もどしそうになるのを無理矢理食べた:私はこ

れを「ウドの真水決き」と名付けた。これを食

べると、下界でどんな不味いものでも喰えるの

ではないだろうれ   ‐

今日も終日、昨日と同じパターンで過ごす。

ヘリ暇 も全然見えず。おかしい:捜索願い

を出していないのだろう,か ?美恵子は、子供達

‐ 底 中田君、河原君lよ 兄貴は、会社の人底

誰も疑間に思わないのだろうか?下界の状況が

全然わからない。携帯ラジオを持ってこ挙な?
たのが悔やまれる。ただ、ここは定期航路とみ

えて、ジェット機がよく飛ぶ。その度に空を見

上げて手を振る。視力 2.5の乗客力ヽ なヽいだろ

うか?
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こうなったら滝の強行突破を図ろうかとも思

ってみる.でも未だ死にたくはない。死体で早

く帰るよりも (死体も発見されないかもしれな

し,t遅くとも生きて帰る方施 だヽろう。い

ず工 しても皆様に迷惑のかかる話…・fFのだか

らTと居直る. :

… …

や、玉東 金承 前臥

中野達や環役の誰かに連絡すれば、すぐ遭難対

…

して行動に移してくれると思う八

美息子も気が動転しているとすればヽそこまで

…

ないだろう。          |
.いっも出発前に家に置いてくる山行計画書を、

数日前からの忙しさに紛れて誠 かったのが

悔やまれる。どうしてよいのかわからない気持

ちで温

夜中にドシャプリの雨:そのうちに雷が鳴る。

稲洸より雷鳴まで1秒から2秒.5hから700m

か。近い !怖い !ッ ェルトの外にビッヶルやア

イゼンがあるので心配だ。かといぅて、それを

逮くに置きに行く勇気もない。ただただ小さく

なづて神に祈るのみ。雷は2時間近くい たヽだ

ろうかしその間t生きた心地がしなし、 もしこ

こで死んだら、美恵子ゴメンと言うの仇 最後

い て、町人が武士に向かって、「エ

エイ斬れるものなら斬ってみな !」 とぃう心暁

になっていた。そのうち、雷雨も畝 朝:生
きていた !神に感謝する。

*J31日 (水)晴れ .第 5日目  .
4時起床:いつもながらにツェルトの内画が

結露して、その水滴が落ちて衣類が濡れている。

これは何か対策を練る必要がありそうな

今日 晴ヽ潟 今日は良ι博崎らった まず、

右岸の水場近くてフキを見つけたこと
`今

まで

…

、:夢
中で水を汲んでいたので気付

かなかった `ラ キはウドと同鞭 煮て食べ

た八 ‐ウドより美味?であった。それ以後ウド

ltILめた

今日も
'書

獅〕は全然開И彫な1先 神に祈りた

い気持ちだ。どうしよう。

午後になってヘリの飛んでいるのが見えた

夢輌 手を振る。

…

かったようだしし

かしそのうちに、だんだん近くを飛ぶようにな

ったしいつも、いつも、もう大きく手を振って

大声を上げて呼ふ。近く― でも生憎ガスが

かかっていて、こちらから機影がかすかに見え

る程度だったりして、気がついていない風だ。

子のうちにヘリや飛行機押吹く飛来するよう
になった,も う夢中で手を振る。最後はやはり
気がついたようだ。ょかった

`助
かったるこれ

で帰れる。夕方なのに救勁にきるのだろうれ

転

4時頃になぅと総ての機影が消えた。外で7

時頃まで待ってみるがt何も来ないのでツェル

トに入る。空腹を覚えたのでフキを食べる。フ

キは,ドよりもまあまあ瞼える。しかし不殊い。
せめて塩でもあれ騰‐Ъ牛●尋はこれには 不
味いも腱 、よく喰っているなァと、妙に月闘ヽ

する。子タモタしていたので消燈は9時。やは
り寒くて眠れなし、明日は下界か。嬉しい.

夜中に盛 聞く。女の人自H可榊 か

数え項のようなものを、短いフレーズて繰り返
し歌っていぅ声が聞こえる。多分、いつも■定
でない強弱のある沢の流れがそういう風に聞こ

えるのだろうと、頭の中で理解していても、や
はり椰 、それを打ち消そうと、大声て自分の

知っている歌蟹吹1端けれ

やはり精神的に少しまいっているのだろうれ
ガンパレ!助けは来る。

来6月 1日 (本)晴れ  第6日 目

起床5時1朝食鮮フキの
― き。今日も晴

れ。幸運なのは 夜に降っても日中晴れること
だ。ツェルトの内側は外気温との差でベットリ

結露し、子れが寝ている衣類の上に落ち、朝は
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水浸しになってしまうかヽ 日中お天気だと、そ
れを乾かすのに好都合だ。

サァ!今日はヘリが来るぞ。期待に胸を膨ら

ませて外で待っていると、 8時船分、ヘリの音

がした。来た !いよいよだ。ヘリは近くの稜線
の卜牢を飛んでいる。私はあわててツェルトを

畳み、ザックの中に押し込み、他の装備も鳳
ザックを作った。

先程のベリはやがて姿を消し、その後違うへ

りが来た力ヽ それも去って行った。私はどうい

う′醸力穴 ヘリを見ながら残り15個のカンバン

を全部喰っていた。山の上空t殊に谷筋は風が

強く、乱気流があって、ここに入って来られな
いのだろうか?特に遭難者を救助するとなると、

15-"秒の空中でのホバリングが必要だろうか

ら、なかなか難しいのかもしれない。

あア、ガッカリだ。こうなれば地上からの救

助しかないのだろう力、救勁隊を編成して出発
となると、ここへの到着は早くて昼過ぎ力、遅

ければ今タカ、何かウッチャリをくらったよう

で、沈みこんでしまう。昼過ぎ、ッェルトを張

る。

山の良さ|よ 自分の意志で入山し、自分の意

志で好きな時好きな場所へ下山できること一だ

と思う力ヽ 下山力測わない山というのはむしろ

憎たらしいくらいのものだ。今回この山に入っ

た事を後悔し始める。

4時頃よリフテ寝の昼寝:暖かいので割合よ

く眠れる。夕食はフキの真水炊き。

7時就寝。ゃはり夜中に幻聴を聞く。

*6月 2日 (0晴れ  第 7E目

邸嘲自札 朝食はフキ。昨日カンバンを全部

食べてしまったことを後悔する。何翻 の道

はないだろう力、少し時期を失した気もする。

体力が急速に衰えたのが分かる。     i
ツェルトの側にポンヤリ座っていると、下の

方から、

「オーイ !ォーィ !テ ラサキサーン」

と呼ぶ声。私との間にあるクレバスの向こうに、

6二 7名のパーティーカi見えた。私は立ち上が

り、夢中で手を振った。私はロカ藩 いので、日

を凝らして良く見ると、3人のパーティーだっ

た。

す人の人がクレバスを避l大 左岸の崖を高巻

きして小走りに登ってきた。

「寺崎さん?」

「ハイ」

「メ5した?」

「ハイ、大文夫です」

の会話の後、 トラシジ‐バこそ連絡をとり始め
た。

「 こちら県警山岳救明塩

…

遭難者

魏

「遭難者lま生存しております。生存です」

「比較的元気です」

の連絡に、嬉しさがこみ上げて来た。隊員の日

に焼けた精停な顔つきと、ガッチリした体つき、

敏捷な動作はたのもしく、正に神々しくもあっ

た。                 |
iいへっていないか」

と問かれ

「へっている」

と答えると、弁当を出してくれ

「沢山食べるともどすから、少しにしておきな

さい。柔らかいものを食ヽなさい」

と言われ、里芋 3つとオニギリ半個を食べた。

あの味は

…

られない:    |
その供 勒 外の装備はテント場|こ残し、

アイゼンを着用徹 隊員にザイルで確保しても
らいながら雪渓を降りヽ クレバスの高巻きをす
る。滝の手前の狭い力ヽ 比較的平坦な雪渓上に
ヘリが嗜地し、私,人が乗り墨 、
ヘリに乗り下を見ると、沢山の人 が々株道に

居り、ヘリを見上げていた。その時はじめそt

皆さんの愛情と献身的努力を強く感じた。
ヘリからりじめる初夏の陽に輝くたんぼや蒙ル

を見た時、嬉しいようなt切噸いような気持ち
で、目頭が熱くなるのであった。     |
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*あとがき

1.― はt中田・河原両君のおか漿 、
|

入山翌日の日曜日早朝より、県書

―により始められていた。   .
2.私は 時 より、誅 ボーサマ谷

より毛勝山本峰に登り、往路を帰る予定であ

った 難 眠 船 よリオ朝には疎r月日諄谷

に入るべきところを、南の大明神谷に入って

しまい、大明神山に登っていた。捜索隊に発

見されるまで、毛勝山に登ったと思いこんで

いたのであった 1泊目のビパーク地点眠

大明神画面緬臥 標躍 ,側国助韓 2-6日

日のビバ‐ク地点劇 朝俗の標高日剛晦記

3。 今回腱蒲薗助に―
いただいた方々は

鰊 ユ 椰

組 入善の響鬱麟駄  自1椰な

い   高岡カラコルムクラブ、

高岡市役所山森  高岡ハイキングクラブ、

鰤 ヨット協

“

筆、

並びに各個人的有志の方々です。

4.動 の初期は、主に、枷 一猫又山、

日部木谷、毛勝谷、小黒部などを集中的に捜

索したため、小沢谷醸 になっれ

5。 私が山行計画書を書いていかなか●凛

出発時間が早過ぎた事         ・

女房に云らてあった帰着時間の19時迄が長す

ぎた事

から、快晴でもあって、猫又山まで往復をし

たとの推定がなさな

一

らてし

まられ

6。 コースを濶腱えた原因と、対策

a単独行であっ鳳

b事前のルー 冒購駄 研究が不充分であった

c初めその山であるにもかかわらずヽ―
‐歩いてしまっれ 脚 ある他のパーティ

ーに追従していくべきであった

d休憩もせず、脇日もふらずボカスカ歩いて

しまった義

e時々立ち止まり、周囲費 るなり、 2

万 5千の地図とコンパスを読むことを怠っ

た。

f各雪渓の分岐ではヽ 時間をかけて、正しい

コースをじっくり考えるべきだった

g早朝の墜雪の踏跡は残りにくいし、日中の

太陽で溶けて消されてしまうので、自分の

歩いた道を戻る可能性のある時は、倒肝晏

所に目印をつけておくこと.

五5-6月 の雪面は、雪玉や岩のころがった

跡がグリセードの跡に見えたり、シュカプ

ラ枷 足跡が人の踏跡と錯覚場 いので

減

i自拐に)1貼聟地の

“

載:ι薇 粋 で雌

跡 ないので難しい。稜線やピークでこ

そ、この確認が大軌

j谷や雪渓では、登りで迷いやすい。逆に稜

線や尾根では、下りで迷いやすい。

欲い っ蹴

万が‐のそれぞれを考えて装備を用意すると

荷は嵩張り重いものになるので、自分で担ぐこ

とを考えると、程いということになる。が 今ヽ

回の道難で、あれば良かったなと思うものをあ

質 みる。

1. トランシーパー又

…2.携帯ラジオ

3。  櫛

4. 稽疑贅富十

5_塩

6。 山岳遭難保険

そのほかのこと

今回救助されて下界におヒ1ま 2-3人の方

から

「何故くのろし>を上げなかったのか?」

と問かれた 雪渓上には日本がゴマンとあって

燃やす物は沢山あった。のろしを上げるという

ことを思いつかなかぅたの:よ 私にインディア

ンの血が流れていなかったせいか―それは冗談
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にしても、のろしは自分の位置を知らせるに0ま

良い手段かもしれない。雪渓上なら山火事の心

配もないだろうし。

余談のうちだ力ヽ 山中の7日間で 5聰減った

体重は、帥数日ではぼ元に戻った。尾てい骨骨

織 図(fl「静]グLFイ

免た 離人
Frfぅ

折も未だ痛むかヽ日常生活に支障のない程回復

した。

終わりにあたり、今回の運難に際し、皆様方

から受けた数 の々御厚情に対し、心よりお礼事

し上げます。

ありがとうございました。

新
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昨年、石川県によって選ばれた自然百景が、ti.
1冊の写真集になりました。

1葉の写真が語る自然の美しさ、優しさ、厳しさ
この1冊が、ふる里の自然の素晴らしさを語ります。

C躍電飛郷反 (タデ2・42文ョコ2160品m)
●定価3200円 (税込み)1~

パ
ツ
ク
ナ
ン
パ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
は
さ
み
込
み

の
ハ
ガ
キ
に
号
数
と
籍
数
を
明
配
し
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

第
ｎ
号
　
特
集
―
島
を
探
る

第
誓

，　
特
集
―
川
と
遊
ぶ

第
１３
号
　
特
集
―
里
山
を
楽
し
む

第
１４
号
　
特
集
―
街
を
歩
く

第
響

，
　
特
集
―
奥
山
Ｌ
崚
し
む

第
曽

，　
特
集
―
海
饉
潜
る

第
暫
プ
　
特
集
―
田
園
に
学
ぶ

第
響

，
　
特
集
―
九
十
九
湾

第
響
下
　
特
集
―
北
部
自
由

第
響

，
　
特
集
―
犀
川

創
刊
号
　
特
集
―
キ
ノ
コ
の
王
国
　
　
第
１８
号

第
２

，
　
特
集
１
野
鳥
の
王
国
　
　
第
響
〓

第
Ｅ

，
　
特
集
―
恐
竜
の
王
国
　
　
第
響
万

第
菖

，
　
特
集
―
渚
の
王
国
　
　
　
第
２．
号

第
二

，
　
特
集
―
温
泉
王
国
　
　
一
第
馨

，

第
６
号
　
特
集
―
け
も
の
の
王
国
　
　
第
２３
号

第
Ｚ

，
　
特
集
―
山
薬
の
王
国
　
　
第
響

，

第
量

，
　
特
集
―
自
山
王
国
　
　
　
第
２５
号

第
９
号
　
特
集
―
薬
草
王
国
　
　
　
第
響
ぢ

第
１０
号
　
特
集
―
鯨
の
王
国
　
　
　
第
響
∵

特
集
Ｆ
潟
湖
を
巡
る

特
集
―
土
と
い
き
る

特
集
―
水
の
な
か
れ

特
集
―
風
の
よ
う
に

特
集
―
雪
に
舞
う

特
集
卜
彩

特
集
―
涼

特
集
―
音

特
集
―
光

特
築
―
医
王
山

‐

石川県のゆたかな自然を収録した写真集ができ

ました。上馬さん、IIEさ ん、舟田 (醐の人はしゃ

ぎの入旨Dの 写真も収められてぃます。今回、

著者割引に変わり郵送料無料という形で、金大ヮ

ンゲルOBにご提供できることになりました。

∈したより売れていないというの力ヽ 実情のよ

うでもありますカキ)        | ‐ |

同封のはがき (切手不用)を利用してお申し込
み下書ャヽ.整墓箇Lュ金ム旦立二塑0■と書いて
いただけますlt本と、上記サ‐ビスでの金額の
振込用紙が送られてくることになっています:1・

※当社出版物のご予約、お買 t｀ 求めは最寄りの書店
または、当社までお申しつけください。 ・ ■

郵 便 は が き

回回回□□
jl

鶴 1  行

ご住所             ■■____……

銘繭   .Iド,=1.歳
ゼ轟ご

・`
》

ヽ_=ノ

お率い上げ書店名  市区
町村     1   書店

重 のはがきの新 薔部  こ協力ありがとうこさいました

ロバックナンパーこ希望の方は、号数と冊数を明記してくださしヽ.

号  冊   号  冊   号  冊   号  冊

号  冊   号  冊   号  冊   号  鷹

国その他の当社出版物のこ注文

を  冊申込みます。
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